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挨   拶

 平素は，児童・生徒の健全育成に向け，校長先生をはじめ教職員の皆様には熱意溢

れる取組を推進いただき，心から感謝申し上げます。 

体力は，単に運動技術やパフォーマンスを指すだけではなく，健康の維持・増進や，

健やかで充実した生活を送るために不可欠です。新体力テストは，体力の一部分を計

測・集約したものであり，子どもたちの現在の体力傾向を知ることができます。 

スポーツ庁は平成２７年度「全国・体力運動能力，運動習慣等調査」の結果から「体

力」は「運動やスポーツへの意識」や「運動時間」と深い関わりがあると報告されま

した。運動に関わる時間や，機会を増やすことが体力向上に繋がると考えられている

ことが分かります。また，実技調査では，調査開始以降，過去最高を記録した種目が

ある一方，過去最低を記録した種目もあるとのことで，近年の生活環境や学習環境の

変化の中で，どんなことでもバランスよく鍛えるという意識を子どもたちに持たせる

ことが重要になると思いますので，普段の生活の中でも，子ども達の体力向上への関

心を高める取組を実践していただきたいと思います。 

また，現行の学習指導要領では，子どもたちが生涯にわたって豊かなスポーツライ

フを実現する資質や能力の基礎を養うことを重視しています。体育学習は，運動・ス

ポーツの入口として，小・中・高それぞれの発達段階に応じて適切な運動能力を伸ば

し，スポーツに親しみ，自ら積極的に体を動かすきっかけとしても重要です。子ども

たち一人ひとりが，様々な機会を通じて自分にあった形でスポーツを楽しむ姿勢や意

識を育んでいってほしいと思います。 

本書は各校で積極的に実施していただいた「新体力テスト」のデータを収集・分析

し，蓄積された過去のデータや全国結果と比較し，グラフ化することにより，本市児

童の体力の現状や推移を解説しています。各校におかれましては，本書を御活用いた

だき，指導・計画の工夫を図っていただくとともに，子どもたちが体育の授業はもと

より，日頃から運動に親しむ習慣を身に付けることができるよう，家庭・地域との連

携のもと，体力向上の取組を一層推進していただきますようお願いいたします。 

最後になりましたが，本報告書の作成にあたり，校務等御多忙の中，貴重な資料を

御提供いただいた各校並びに調査結果を分析・考察いただいた京都市立学校園体育研

究会連盟の調査委員の皆様に心から感謝申し上げます。 

平 成 ２ ８ 年 ７ 月 

京都市教育委員会体育健康教育室

室 長  宮 本 昌 昭 

- 1 -



は じ め に

子どもの体力は昭和６０年をピークに低下しはじめ，平成１１年に最低値を記

録して以降，近年では回復傾向にあるとされています。しかし，依然としてピー

ク時の数値には届かない状況であり，京都市においても，全国平均に届かない種

目が多くみられるなど低い水準となっています。 

子どもの体力低下の一因に「生活習慣の変化」が挙げられています。生活の利

便性向上に伴う身体を使う機会の減少，運動をする時間・場所・仲間の減少，テ

レビゲーム等，屋内遊びの多様化による外遊びの減少などが子どもの体力低下の

原因と考えられます。 

「体力」の低下により，子ども及び社会にどのような影響が生じるのでしょう

か。平成１４年９月に中央教育審議会から提言された「子どもの体力向上のため

の総合的な方策について（答申）」では，「体力」は身体的なことはもちろん，精

神面の充実等にも大きく関わっており，子どもの体力低下は，やがて社会全体の

活力の低下につながるとされています。「体力」とは，個人にとっても社会にとっ

ても重要な「力」であり，未来を支える原動力なのです。 

平成１１年度から開始された現在の「新体力テスト」は，昭和４５年度から始

まった「スポーツテスト」の種目の見直しが図られ，実施されています。京都市

立学校園体育研究会連盟では各校において積極的に実施していただいた「新体力

テスト」の結果を集約し，報告書を作成してきました。数値やグラフを掲載する

だけでなく，考察では，新体力テストの各種目がどのような体力要素と関わって

いるのか，またその要素を伸ばすにはどのような運動をすればいいのかなど，具

体的な例を示しながら解説しています。各学校の体育学習を中心に体力向上のた

めの様々な取組が実施されているところでありますが，特別活動や運動部活動な

ど，また，家庭や地域との連携を図るうえでその一助になることを願っています。 

最後になりましたが，本報告書を作成するにあたり，貴重な資料を提供してい

ただきました各校並びに資料の分析・考察にあたっていただきました新体力テス

ト調査委員会の皆様に深く御礼申し上げ，私からの挨拶といたします。 

平 成 ２ ８ 年 ７ 月

京都市立学校園体育研究会連盟

会 長  和 田  英 明
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Ⅰ 実 施 要 項 

１ 目 的 

新体力テストを実施することにより，京都市立小・中・高等学校児童生徒の体力・運動能力の状況

を明らかにし，日々の体育指導上の基礎資料とする。

２ 調査対象 

○ 小  学  校 ： １～６年（ ６～１１歳）の男女児童

○ 中  学  校 ： １～３年（１２～１４歳）の男女生徒

○ 高等学校（全日制） ： １～３年（１５～１７歳）の男女生徒

３ 調査期間 

平成２７年４月～７月

４ 調査内容 

 （１）体 格

   平成２７年度定期健康診断の発育測定による身長・体重・座高

 （２）体力・運動能力

小学校児童は「新体力テスト実施要項（６～１１歳対象）」，中・高等学校生徒は「新体力テスト実

施要項（１２～１９歳対象）」による。

＜新体力テストの種目等一覧＞ 

種 目 主な体力・運動能力要素
対  象

小学校 中・高等学校

握   力 筋  力 ○ ○

上 体 起 こし 筋力・筋持久力 ○ ○

長 座 体 前 屈 調 整 力

（平衡性，敏捷性，巧緻性，柔軟性）

○ ○

反 復 横 とび ○ ○

２０ｍシャトルラン
全身持久力

○
○

持 久 走 ―

５ ０ ｍ 走 走  力 ○ ○

立 ち幅 と び 瞬 発 力 ○ ○

ソフトボール投げ 投  力 ○ ―

ハンドボール投げ 投  力 ― ○

※ 「○」…実施種目，「－」…実施しない種目

※ 中・高等学校においては，20ｍシャトルランか持久走のどちらかを学校選択で実施する。

実施した検査種目と体力・運動能力要素との概ねの関係を以下のように示す

ので，各校児童・生徒の体力・運動能力把握の際に参考にされたい。
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校種 実施校数 調査人員 小　計

男 ７３４

女 ７２８

男 ７５８

女 ７１７

男 １,０６５

女 ９７７

男 １,２７４

女 １,１９０

男 ４,４９１

女 ４,６０３

男 １,５３７

女 １,５１６

男 ９９５

女 ９４２

男 ４,０３１

女 ３,９４９

男 ８７７

女 ８００

男 ２７２

女 １８７

男 ２３５

女 １６６

男 ２９７

女 １３１

名

◆平成２７年度より，小学校５年と中学校２年の数値は，スポーツ庁が実施する
　「全国体力・運動能力，運動習慣等調査」の結果を使用しています。
※１…本調査への回答があった学校数（全校実施の小学校５年，中学校２年を除く）

総　　　合　　　計

小学校

中学校

高等学校
（全日制）

5年

6年

3年

3年

2年

５校

3年

1年

2年

７２校
※1 34校

4年

５　平成２７年度新体力テスト調査人員

2年

名

合計

名

名

２,０４２

２,４６４

４２８

１１,５９４

１,４６２

１９,５９０
１６６校
※1 73校

1年

学年別

1年

１,４７５

９,０９４

３,０５３

３２,４７２

１,９３７

７,９８０

１,６７７

４５９

１,２８８４０１
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６ 集  計 

○すべての統計処理は，体育健康教育室で行う。

○報告書中の全国平均値は，「平成２６年度体力・運動能力調査報告書（スポーツ庁）」によ

る。

☆参 考：統計用語の解説☆

１ 平均値

  集団の傾向を表す数値の一つで，計算しやすい，わかりやすい，一般に最もよく知られている等

の理由からよく用いられ，集団の特徴を最もよく表す数値である。しかし，ほぼ同じ能力が集まって

いる場合でも，優れている者・劣っている者の差が大きい集団の場合でも同じ数値になる場合があ

り，平均値だけで集団の傾向を判断する場合には注意を要する必要がある。

２ 標準偏差

  前述のように，平均値が同じ場合でも，数値が比較的そろっている場合もあればバラバラになっ

ている場合もある。このような測定値の散らばり具合を示す代表的なものが標準偏差である。

  標準偏差は次のような性質をもっている。

  ①標準偏差が大きければその集団には能力の低い者から高い者までいろいろな者が含まれて

いる。

  ②標準偏差が小さければ測定値の散らばりが少なく，平均値を中心とした能力が比較的そろっ

ている者が多い。

  ③標準偏差はＴ・スコアの計算や測定値を得点化するときの単位としてよく用いられる。

３ Ｔ・スコア

  スポーツテストによって得られた測定値は，時間・回数・距離など，それぞれ異なった単位をもっ

ている。したがって，このような異なる単位をもった数値はそのまま直接比較することはできないし，

年齢が異なれば平均値や標準偏差も違ってくる。そういった単位や年齢その他のことが異なって

いても具体的な数値で比較できるものとしてよく用いられるのがＴ・スコアである。

  Ｔ・スコアは次のような性質をもっている。

   ①「５０」を中心におよそ「２０～８０」の範囲に分布する。

   ②「５０」が集団の中でどのような位置にあるかがわかる。

   ③種目や年齢・性別だけでなく，他種目などのＴ・スコアとも同じように扱い比較することができ

る。

  なお，Ｔ・スコアは，平均値と標準偏差がわかっていれば，次の公式にあてはめることによって簡

単に計算できる。

Ｔ・スコア＝
１０×（個人の測定値－平均値）

＋５０
標  準  偏  差
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４ ５段階得点

  各測定値を段階別に得点化する場合，最もよく用いられるのがこの５段階評価である。５段階に

区切る場合，平均値と標準値を用いる。５段階区分の仕方と各段階の割合を図示すると次のように

なる。

５段階区分の仕方と各段階の割合

１ 本報告書における「Ｔ・スコア」について 

Ｔスコアについては，本報告書「Ⅱ 調査結果の概要」の「１ 平成２７年度京都

市立学校児童・生徒の体力・運動能力の現状」（小学校ｐ１～１２，中・高等学校ｐ

１～８）において，２７年度京都市平均値と「２６年度京都市平均値」及び「２６年

度全国平均値」との比較・分析に用いている。上述の３つの平均値のＴ・スコアを基

に，「レーダーチャート図」を作成している。 

２ 「レーダーチャート図」について 

① ２６年度・２７年度京都市平均値との比較 

「２６年度京都市平均値＝５０」として点線で表し，それに対する「２７年度京都

市平均値」を指数として実線で表し，比較。 

② ２６年度全国平均値・２７年度京都市平均値との比較 

「２６年度全国平均値＝５０」として点線で表し，それに対する「２７年度京都市

平均値」を指数として実線で表し，比較。
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